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 A lecture in “Osaka junior high school student summer seminars”
Kenji HAGIHARA
Faculty of Health Science, Osaka Aoyama University
Summary One of the “Osaka Junior High School Student Summer Seminars” was held at Osaka Aoyama 
University in August 2016.
     In this seminar, I taught how to program movements of a robot by using Lego Mindstorms EV3. Thirty six junior 
high school students from Osaka Prefecture participated in my class. They were able to learn by themselves actively 
and collaboratively to feel a sense of great achievement.
 Keywords: Programming Education, Programming Robot, Collaborative Learning.





































































市町村 人数 市町村 人数
大阪市 11 茨木市 2
豊中市 4 東大阪市 1
吹田市 4 高槻市 1
豊能町 3 堺市 1
八尾市 2 池田市 1



































































































（2年生）     
B) プログラムは難しいが協力するとわかりやすかっ


























りたいです。（2年生）   
H) 色を感知したり、アームをうごかしたりするセ
ンサーも使って、もっといろいろやりたかった。
でも今回は音をつかったりして楽しかったです。
（2年生） 
I) アームをうごかす角度を決めるのに時間がかかり
ました。角度が大きすぎると途中で命令が止まっ
てしまいますが、小さすぎても積み木を持ち上げ
られないので、なかなか上手くいきませんでした。
また、こういう講座にいきたいです。（2年生） 
J) ロボットとかの機械が好きだから時間は短かった
けど、とてもおもしろかった。（2年生）
５．考察
2年目のプログラミンロボットの講座で、昨年度を
超える 119人という応募があった。
2時間という短い講座の時間にもかかわらず、協力
して課題を解決する協働学習が見られた。
アンケートから分かるようにプログラミングに対す
る経験値や関心の度合いが違うため、活動意欲に差が
出ていたようである。これは、自由記述からも読み取
れる。
グループの組み方のために事前にプログラミングの
経験や関心についての調査をすることが必要だと思わ
れる。
アンケートでは判断できないが、締め切りが実施日
の 2ヶ月前ということもあり、当日の無断欠席が見ら
れた。周知の仕方について工夫する必要がある。
おわりに
プログラミング学習の本校での開催が 2回目という
こともあり、多くの中学校に知られることになってき
たようである。大阪中学生サマー・セミナーの全ての
講座の中で申込数がトップ 20に入ったということで
ある。夏休みの 1回だけという活動ではなく、定期的
に開講することも考えていきたい。
昨年度に続き本年度のロボット教材をお借りした株
式会社ナリカ様に紙面をお借りしてお礼申し上げる。
また、中学生の課題についての示唆をいただいたレゴ 
エデュケーション様にお礼申し上げる。
また、大学コンソーシアム大阪との連絡調整や当日
および当日までの諸準備に尽力していただいた本校地
域連携課の福田貴夫課長に感謝申し上げる。
